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1ラ ン カ シ ャ ー に お け る封 建 的 支 配 の 脆 弱 性 と 問 屋 制 度'
か な り早 くか ら発展 していたイソグ ラソ ドの南西部や東部におい ては,農 奴
に対す る封建的規制 が強か ったばか りではな く,伝 統的産業 の代表的 な もので
あった羊毛工業に対す る保護 が行なわれ ていた と同時に規 制が いち じる しくき
び しく行 なわれ ていた。 それ らの実例 としては,1555年の織布工条令.(theWe-
avers'Act)(1)や1563年の徒弟条令=・Wa人条令(AnActt・uchingdiversOrders
forArtificers,Labourers,ServantsofHusbandryandApPrentices){2}などに よ
る ものが代表的な ものであった。 これ らの地域にお いては,問 屋制度 は,農 奴
に対す る封建的支配や羊毛工業 に対 す る強 い規制 と結びつ いて発展 した。
それに対 して,比 較的に人 口が稀薄 であ り,土 地が疲弊 してお り,早 くか ら
産業 もあ ま り発達せず,み るべ き特権都市 も存在 せず,封 建的支配機構 であ る
絶対主義に とってあ ま り関心のなか った北 部 とくに ラソカシ ャーに おいては,
徒弟年季の制度を除いて織布工条令や徒弟条令=職人条令からρ適用を除外さ
ヘ ハ
れ て いた。そ こにお いては・ チ ューダ ー王 朝の初期 に試み られた絶対主 義的規
制,す なわち賃金規制,徒 弟制度 の強制,製 造工程 の監督,市 場の統制,織 物
検 査,労 働者移住 の制 限な どの産業規制 は,他 の2,3の 諸州 とともにほ とん
ど適用 されず,比 較的 自由な産業活動 を展開す るこ とが可 能 であったc3)。
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市 民革命以前の時代か らランカシ ャーは,ζ れ らの産業規制か らほぼ除外 さ
れ ていた が,と くに名誉 革命(1688年)以後,ギ ル ド規制,織 布工条令,独 占
な どが ほぼ除去 され る と,ラ ソカシ ャーにおいては,い っそ うマニ ュフ ァクチ
ュアの成長 と問屋制 度の発展をみるにいた ったω。 ここでは,問 屋制度 は,他
の地域 と異 なって,比 較的 自由な経済状態 を基盤 に して発生 し,発 展 した。 さ
らに ここでは,産 業 に対す る従来か らの封建的規制 とくに ギル ド的規制のかわ
りに,産 業 に対す る商人的前貸支 配あ るい は問屋制度 が一般的 であ った のであ
り,名誉 革命後産業革命 にかけ て,そ れ はいっそ う強化 されたδ イソグラソ ド
の東部や南西部,あ るいは当時 のベル ギ ーか ら直接移植導入 された新技術に よ
って形成 された いわゆ るラソカシ 予一の"Manchestertrade"すなわち フ ァス
チ ャ7.wa(fustian),チェ ック織(chcck),小幅織(smallware)などの諸産業
は,問 屋制度の下 で農耕 と結びつ いた小商 品生産か らマニ ュフ ァクチ ュアに発
展 した。't、 ・1・
・前 期的 商業資本 は,小 商品生 産やそれか ら成長 したマニ ュフ ァクチ ュアを問
屋制 的に支配 しなが ら,や がて自 らも賃金労働者 を雇用 した作業場 におい て商
品生 産 を行 な う近代 産業資本 家に転化 した 。 ラソカシ ャーに お け る 問屋制度
は,前 期的商業 資本 の近代産業 資本への転化 を促進 した といい うる。
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、、2ラ ンカシャーにお(ナる問屋制的支配機構
ラソカシ ャー,と くにマソチ ェスタ ーや ボル トソを中心 とした地域に おけ る
17世紀以降18世紀産業革命 までの木 綿土業,す なわ ち ファス チ ャソ工業 の問屋
制 的支配機構 は,一 口でいいつ くせ る程簡単 な ものではな く実 に複雑な もあ で
あ ったω。 マソチ ェス タ■を中心 とした地域 の木綿工業におけ る問屋制的支配
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機 構 とそ の構 成 諸 要 因 に つ い て,い ち い ち 明確 に説 明 し うる もの で はな い が,
そ れ らは,ほ ぼつ ぎの よ うに 構 成 され てい た よ うに思 わ れ る。
す な わ ち,資 本 規 模 の大 き さや 経 営 活 動 の範 囲や 支 配 の順 序 か らみ れ ば,Φ
大 ロ ソ ドソ商人(9reatL・ndonmerchants)一→ ② 商人 製造 業 者(merchantmanu-
facturers)(ファスチ ャソ織商人 または麻織物商人(fustlandealersorlinendrapers)
を含 む)一→ ③ 中 間的(仲 介)商 人 製 造 業 者 層(intermediateclass・fmiddlemen-
ma皿facturers)(小規模地方雇主 またはフ ァスチ ャソ 織製造業者 また は 地方製造業者
(・m・ll・・u・t・y・mpl・yers・・f・・ti・nm・k・・s・・,・unt・ymanuf・・tu・ers)を含
む)一→ ④ 親 方 製 造 業 者(mastermanufacturers)(親方織布工(masterweavcrs)
を含む)一 → ⑤ 小 親 方(smallmastcrs)とい う支 配従 属 関 係 を も って いた 。
綿業 に お け る支 配 従 属関 係 は,以 上 の よ うに,ロ ソ ドン商人 とマ ソチ ェス タ
ーに お け る商人 製造 業 者 を 頂点 とした ピ ラ ミッ ド的 形態 を とって い た 。,それ ら
を 中心 とす る支 配 従 属 の 順 序 は,必 ず し も一↑様 では な く,中 間 的 な 雇 用主 や 最
下 層 の 雇 用 主 を媒 介 に しな が ら,最 下 層 の 職人 や 徒 弟や 労 働 者 を支 配す る場 合
もあ れ ぽ,中 間 的 支 配 者 の 一部 分 だ け を 媒 介 に して最 下 層支 配 を行 な う場 合 も
あれ ば,さ ら にそ れ らの 支 配 形 態 に加 え て,直 接 最 下 層支 配 を も同 時 に行 な う
とい う場 合 も 多数 見 受 け られ た(こ の最後の支配形態 がもっ とも一般的 であった)。・
もち ろ ん,支 配 の主 体 で あ る ロン ドソ商人 と商人 製 造 業 者 とが か さな りあ っ て
蕊 議 ㌶ 鷲 ㌶ 鑑 ちらかとし綱 期的な小親方と
以 上 の点 に 関連 して,ア シ ュ トX(T.S.Ashton)は,ラソ カシ ャ ーの織 物 工
。～
業 の 問 屋 制 的 支 配 機 構 に つ い てつ ご、の よ うに 要 約 して い る。 す な わ ち,「 中心
的 人 物 は,商 人 や 織 元(clothier)や麻 織 物 商 人 であ り,彼 らが前 貸人(putters-
out)を雇 っ て,直 接 分 散 せ る紡 績工 や 織布 工 に原 料 を前 貸 しさせ るか,あ る い
、 、
は,まず農村の製造業者=地 方 製造業者1こき原料を前貸 しさせ,ついでそ の農村 の
製造業者 がそれ を彼 ら自身 の縄 張 りで前負 しした といえぽ十分 であろ うか。そ
のエネル ギーを,鋤 と織機 に分 割使用 してい る借地農織布工(farmerweavers)
もい くらかいた。 しか し,農 村 において さえ織布工の大 部分は,'事実上織布専
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業工(fulltime・peratives)であ った。 また,小 幅織物 が高価 なオ ラソグ織機 で
生産 されていたマ ソチ ェス ターの よ うな大 きな都市 では,生 産者 は,完 全 に商
人や 麻織物 商人 の資本に依存 してお り,こ れ らの商人 は,た んに原料の準 備を
したのみ でな く,ま た晒場(bleachcrofts)や染色小屋(dye-h・uses)や仕上作業
場(workshopswherethefinishingprocesseswereperformed)を持 ってい るこ
とが多か った(2}。」
多少 の違い はあるが,以 上 の点につい てモ フ ィッ ト(L・uisM・tht)はつ ぎの
よ うにい ってい る。す なわ ち,「 木 綿工業 においては,仲 介業者 は,主 として
商人 と前貸人 であ った。商人 は,原 綿 と麻を購入 し,商 人 のために生 産す る織
布工 を雇 い,さ らに商人 のために仕上 げを行 な う染色工 と捺染工 を雇 った。前
貸人 は,委 託代理人(commissionmen>であ り,商 人 は,彼 らを通 じて多数 の
労働者 と関係 を保持 した。 また,商 人 は,原 料 とくに麻 の縦 糸(linenwarp)
を供給す る役割 を演 じた。 しか も,彼 らは,労 働者 を雇用 している製造業者 と
大 いに取 引を行 な ってい る{3)。」
以上 の ところか らあ きらか な よ うに,ア シュ トソ もモ フ ィットもラソカシ ャ
ーの木 綿工業 における問屋制的支配機構について簡単に ま とめ ているが,産 業
革命前 におけ る木 綿工業 の外 国 とのつなが りとロソ ドン との関係 を軽視 してい
るために,綿 業に関係 していた ロソ ドソ商人 につい ての記述を省略 してい る。
また,産 業 革命前 の木綿工業におけ る支配機ザ1の複雑 さをや た らに単純化 して
説 明 しよ うとす るき らい がある.。 ξ'
ここでラソカシャーの醒 制的支醐 蟹 内的繰 因につ㌔'て・よ胤 く
説 明す れ ば つ ぎの とお りで あ る(英文 の用諦 こついては,日 本文 にす ると,内 容 が不
明確 にな る場合 もあ るので,そ の ときには英文 のまま使 用する)。
ゾ
(D知 ン ドン商 人 ρ
17世紀 の大 ロン ドン商人(greatL・nd・nmerchants)は,羊毛や 毛織物取 引
の ほかに金融業 を営むだけで はな く,綿 業 にも進 出 して,東 イソ ドや レバ ソ ト
貿易諸国か ら原綿や綿織物 を輸入 し,さ らに ドイツか らフ ァスチ ャソ織 の原料
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と して の 麻 を輸 入 し て,マ ソチ ェス タ ー や ボル トンのfustiandealersやlinen
drapersに対 して原 綿 や 麻 を供 給 して いた 。 と同 時 に,彼 らは,生 産 され た フ
ァス チ ャソ織 や そ の他 の 初期 の 綿織 物 を ロソ ドソ に集荷 して,そ れ らを イ ギ リ
ス 各 地 や諸 外 国 に売 却 して いた 。 ロ ソ ドソ 商人 とfustiandealersやlinen
drapersとの 間 に は 原 綿 に 関す る現 金取 引 の ほか に 信 用 取 引 もみ られ る。
17世紀 末 の ロソ ドソ商 人 とマ ソ チ ェス タ ーの 商人 あ るい は 商人 製 造 業 者 と
の 関係 につ い て は,当 時 マ ソチ ェス タ ーのlinendrapersであ った ブ ラ ウ ン
(JoshuaBrowne1651-1694)やウ ォー カ ー(NathanielWalker)と原 綿 の供 給
に関 す る契 約違 反 問 題 で争 っ て いた リチ ャー ド ・ホル ト(RichardH・lt)につ
い て若干 の考 察 を加 えれ ぽ,そ の一 端 が明 確 に な る よ うに思 わ れ る。 当 時,と
くに1680年代 の ホル トは,原 綿,原 糸,フ ァス チ ャソ織,デ ィ ミテ ィー織 な ど
を売 買す る ロソ ドソ 商人 で あ り,洋 品雑 貨 商(haberdasher)であ った 。
ホルbは,ト ー マス ・ヘ イ リ ック(ThomasHcyricke)をマ ンチ ェス タ ーに お
け る代 理商 として 掌握 して いた 。 ヘ イ リ ック は,常 に 多額 の 原綿 を 持 っ て お
り,年 間19,000ポソ ドの取 引 を行 な6て い た 。 彼 は,1682年6月,3年 間 にわ
た っ て2,088梱の原 綿 の供 給 に 関 して,マ ソ チ ェス タ ー の商 人 達 と3つ の契 約
を と り結 ん だ。 そ の 供 給量 は,,当時,イ ン グ ラ ソ ドに輸 入 され た原 綿 の年 間 平
均 量 の 玉0分の1に 相 当す る もので あ った 。
ボル トが,ブ ラ ウ ソや ウ ォ ⊃ーカ ー と訴 訟 問 題 を引 き起 す に い た った 契 約 は,
3年 間 にわ た って,1梱8ポ ソ ド10シ リソ グ の割 合 で,毎 月40梱 ず つ,総 計
1,440梱の 原 綿 を マ ソ チ ェス タ ー の彼 らの も とに 配送 す る とい う内 容 の もので
あ った 。 しか も,支払 は,配送 後6ヵ 月 払 い で あ った 。ホ ル トは,ブ ラ ウン と ウ ォ
ー カ ーが 原綿 を現 金売 りせ ず ,そ れ を フ ァス チ ャソ織 の生 産 の ため に使 用 す る
か,あ るい は フ ァス チ ャン織 と交 換 す るた め に使 用 す る こ とに限 定 す る こ とに
よって,綿 花 商 と して の彼 の地 位 を 保持 した。 さ らに ホル トは,彼 の代 理 商 が,
同一 時 期 に マ ソ チ ェス タ ーで販 売 す る原 綿 の 指定 価 格 以 下 で,ブ ラ ウソ とウ ォ
ー カ ーが原 綿 を売 らな い こ とを条 件 に彼 らに 現 金売 りを認 め て い た 。な お,ホ ル ,
トは,同 じ よ うな 条 件 で,他 に2つ の契 約 を 結 ん で いた 。す な わ ち,そ の うちの1
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つ は,デ ィキン ソン(Mrs.ObedienceDikinson)'に対 して,3年間 にわ たって,
毎月8梱 の割合 で,総 計288梱の原綿 を供給す る とい う内容の もので あった。
他 の も う1つ は,フ ーパ ー(JosephHooper)セこ対 して,3年 間にわた って,毎
月10梱の割合で,総 計360梱の原綿を供給す る とい う内容 の ものであ った{4)。
以上 の ような条 件で,ロ ン ドン商人 のホル トは,彼 のマソチ ェス ターにおけ
る代 理商 であるヘイ リヅクを通 じて,ブ ラウン とウォーカーに対 して1,440梱,
デ ィキソ ソソに対 して288梱,フ ーパ ーに対 して360梱,総計2,088梱の原綿
を供 給 しよ うとしていた。
ホル トとマソチ ェス ターの商人 達 との原綿取引の契約 がな され る直前,す な
わ ち1681年には1梱 当 りの原綿価 格 は11ポソ ドであ ったが,そ の後急速 に下落
しは じめ,契 約価格 の8ポ ン ド10シリングをわ り,1685年に は6ポ ソ ドに まで
下落 した。 この ような情況 の下で,18ヵ月間契約 が続行 され,11440梱の うち
640梱が マソチ ェス ターの プ ラウソ とウ ォーカーの ところに供給 された が,と
うと う2人 は,契 約 を履行す るこ とがで きず,ホ ル トとの間 に訴 訟問題 を引 ぎ
起 し,ホ ル ト以外 の商人 達か ら原綿 を購入 せ ざるをえな くな った。 ホル トが原
綿 供給 を中止 した とき,ブ ラウン とウォーカ ーは,当 時,原 綿 の輸入港 で もあ
った プ リス トル と密接 な関係 にあ った ビゴア(Mr.Vigor)を含 む多数 のマンチ
ェス ターのlinendrapersから原綿を購入す るにいた っていた。そ の場合,リ
バ プール との関係 はあ きらかではなか った が,そ の後数年 して,エ ドワー ド・
バ イ ロソ(EdwardByrom)が,原綿買付 けのために リバ プール にあ らわれ るよ
うに な り,マ ソチ ェス タ ーの商人 が毎週そ こを訪れ るよ うになった と言われ て
い る{5)。
原 綿輸入 が,レ バソ ト貿易諸国や東 イソ ドか らロソ ドシを通 じて行 なわれ,
しか も綿織物販売 が ロソ ドンを通 じて行 なわれ てい る間は,ロ ソ ドン商人 の力
が マソチ ェス タ ーや ボル トソのfustiandealersやtinendraperSに対 して
比較的 に強か った が,1700年頃か ら リバ プール を通 じてア フ リカ,西 イソ ド諸
島,最 後 には,ア メ リカ合 衆国南部か ら原綿 が輸入 され;ア イル ラソ ドか ら今
まで以上 に麻輸入 が行なわれ る ようにな り,ま た リバ プール を通 じて完成 され
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た綿織物 が諸外国に輸 出され る よ う に な り,そ の頃か らlinendrapersの
merchantmahufacturersとしての存在が明確にな る と,ロ ソ ドソ商人 の マ
ソチ ェス ターに 対す る 経済的支 配力 は相対 的に減少 し,逆 にManchester
merchantmanufacturersの問屋制的支配 が強化 し,本 来 の マニフ ァクチ ュ
ア経営者 としての姿容を完成す る。
当時の ロソ ドソ商人の 巨大 な資本 は,ラ ンカシ ャーや ヨークシ ャーにおけ る
工業支配のために支出 され るよ りも,東 イン.ドや レバ ン ト諸 国や南北 アメ リカ
や アフ リカ との植民地貿易に支 出 された りう荘 園な どの土地購入 のため に支 出
された りす る部 分の方 がはるかに大 であっだ6}。
(2)商 人 製 造 業 者
マ ン チ ェス タ ー にお け る商 人 製 造 業 者.(merchantmanufacturers)とい う名
称 は,・と くに18世 紀 に な っ て使 用 され る よ うに な った。 彼 らは,一 部 を 除 い
て,ロ ン ドソ商人 の よ うに 直 接 貿 易 に関 係 す る こ とは まれ で あ った が,17世 紀
の前 半 に は ブ ァス チ ャソ織 商人(fustiandealers)(7}また そ の 後半 に は 麻織 物 商
人(linendrapers){8}とい わ れ,18世 紀 に は,い わ ゆ る商人(mer『hantS)(91とも
い われ る よ うに な った階 層 で あ り,ラ ン カ シ ャーに お い て商人 お よ、び製 造 業 者
の 中 の最 上 層 部 を形 成 した 人 達 で あ った 。
17世紀 前 半 の ラ ソ カ シ ャー の フ ァス チ ャン工 業 の 問屋 制 的 支 配 の頂 点 に君 臨
'して
いた の は,人 的 ・物 的 に テ ィ ピ ィン グ家(Ttppings)とも っ と も深 い 関係
を もっ てい た チ ェザ ム家(Chethams)であ り,そ れ は,フ ァス チ ャソ工 業 だ け
で はな く,羊 毛 工業,麻 工 業 な どに も関 係 して い た。 チ ェザ ム家 の 中 で,も っ
と も手 広 い支 配 を原 綿 お よび フ ァス チ ャン織 取 引 に お い て行 な い,フ ァス チ ャ
ソ工 業 支 配 を典 型 的 に行 な った の は,ジ ョー ジ 〔チ ェザ ム(GeorgeChetham
　
(1576-一一1626))とハ ソ フ リー ・チ ェザ ム(HumphreyChetham(i580-一一1653))の
兄 弟 で あ った 。 な お ハ ソ フ リー と同 じ よ うな 政 治的 ・経 済 的 地 位 を 獲 得 した も
のに つ い ては,ソ ル フ ォ ー ド(Salf・rd>のChapmanの出 身 で あ りな が らお し
もお され もせ ぬ フ ァス チ ャソ織 商 人 にな った ヘ ン リー ・リグ リ …ー■(HenryWri一
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gley(1658年ロソ ドソにてi死去))を あ げ る こ とが で きる 。 チ ェ ザ ムや リグ リー
は,事 実 上merchantmanufacturersであ っ た が,17世 紀 前 半 で あ った の で
fustiandealersとよばれ て い た。
17世紀 末 に お い て,問 屋 制 的 支 配 の頂 点 に 君 臨 した 代 表 的 人 物 と し て の
merchantmanufacturers(この時期 には1inendrapersといわれ た)は,マ ソチ
ェス タ ーの ジ ョシ ュァ ・ブ ラ ウソ 〈JoshuaBrowne)とボル トン の トー マス ・
マ アズ ダ ソ(ThomasMarsden)らで あ った 。 彼 らが活 躍 した この 時 代 に,問 屋
制 度 は,活 気 に み ちた 状 態 とな った 。
チ ェザ ム と リグ リー が活 躍 した ク ロン ウエ ル 革 命 頃 まで の 木 綿 工 業 に おけ る
問屋 制 度 とジ ョシ ュア ・ブ ラ ウソや トー マス ・マ アズ ダ ン が活 躍 した 名 誉 革 命
前 後の 問 屋 制 度 との 間 に は,本 質 的 な 相 違 は存 在 せ ず,む しろ量 的 な違 い のみ
が存 在 してい た に す ぎな か った 。 従来 か ら,か な り経 済 的 自 由の 存 在 した ラン
カ シ ャーに お い て は,ブ ル ジ ョア的 政 治 革 命 が一 応 完 成 した 時期 に お い て は,
商人 に よ る流 通 過 程支 配,さ らに生 産 過 程 支 配 は,い っそ う行 な い やす くな っ
て い た 。
17世紀前 半 に お い て は,原 料 や 完 成 品 の 流 通 は,チ ェザ ムや リグ リーの よう
な大 商業 資 本 家 の 手 を通 じて行 な わ れ た 。 彼 らは,ロ ソ ドソ とマ ン チ ェス タ ー
に 商 館や 倉 庫 をか まえて,自 らの 責 任 で 原 綿 を ロン ドンか らラ ソ カ シ ャー に運
ん で加 工 させ,ま た ラ ソ カ シ ャー産 の織 物 を ロソ ドソに運 ん で 売 却 した 。
フ ァス チ ャン織 の生 産 者 は,原 料 供 給 市場 と完 成 品 の 販 売市 場 とか ら切 断 さ
れ て い た 。 原 綿 と フ ァス チ ャソ織 の販 売 業 者 で あ っ た フ ァス チ ャ ソ織 商人 は,
自 らの マ ニ ュフ ァクチ ュ アに おけ る商 品生 産 を遂 行 す るか たわ ら,最 下 層 の生
産 者 に対 して 原料 の前 貸 しを行 な い,そ れ と関 係 した製 品 の買 占 め を 行 な っ
て,生 産 者 に対 して きわ めて 強 力 な地 位 を築 い て いた 。 彼 らは,原 綿 や 綿 糸 を
mastermanufacturersまた はmasterweaversに前 貸 した り,そ れ よ り程
度 の 高 い 地 位 に あ る産 地 の前 貸 人(putters'outintheir・wnlocalities)であ り,
フ ァス チ ャソ製造 業 者 で もあ るsmallcountryemployersに前 貸 した りして
いた ㈹。
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1680年代 のvン チ ェス タ ーのlinendrapersとして のmerchantmanufa-
cturers(この時期ではlinendrapersとい うことの方 が一般的であ った)は,た ん
な る商人 と して の 役 割 だ け で は な く,あ き らか に 「生 産 の組 織者 」(organiZers
。丘producti・n)として の機 能 を もっ て いた 。 彼 らは,紡 績 や 織 布 な ど を行 な わ
せ るた め に,原 料 と して の 麻 糸 や 原 綿 を前 貸 して い た 。彼 ら は,そ れ ば か りで
は な く,「 仕 上 過 程 の 管 理 」(c・ntrolofthe丘nishingprocesses)をも行 な って
い た 。 仕 上 過 程 にお け るつ や 出 しやperchingや染 色,そ れ に フ ァス チ ャン織
の裁 断 な ど の仕 事 は,賃 金 労 働 者 を直 接雇 用 して も行 な われ た が,そ れ 以 上 に
マ ソチ ェス タ ーtやソル フ ォ 一ードに 多 くみ か け られ た 「独 立 の 仕 上 工 」(indepen-
dentfinishers),すなわ ち フ ァス チ ャン裁 断 工 や 染 色工 やwhitsters,それ に
つ や 出 し工 くcalendermen)などに下 請 させ て行 なわ せ る こと が しぼ しば で あ っ
た 。
17世紀 末 のlinendrapersの機能 は,そ の前 半 の チiザ ムや リグ リ ・ーな ど
のfustiandealersによっ て遂 行 され た 機 能 とほ とん ど変 ら なか った が,し
か し,彼 らの 雇 用主 と して の役 割 は,い っそ う重 要 性 を増 す に い た った 。 この
時代 に は,問 屋 制度 の あ らゆ る形 態 が開 花 して,フ ァス チ ャソ織 のopenniar-
ketSは消 滅 し,さ らに 「独 立 生 産 者 」(independentprodacers)は,急速 に 消
滅 しつ つ あ った6マ ソ チ ェス タ ーや ボル トソ な どの よ うな フ ァス チ ャソ工 業 の
二 大 中心 地 に お け る問屋 制 度 は,一 般 的 に は,50年 前 の チ ェザ ムや リグ リーの
時代 の問 屋 制 度 の 組 織 に似 て い る。
まず,問 屋 制 度 の最 上 層 部 を 占め て い るJinendrapersは,その 組 織 の 中
層 部分 を 形成 して い る 「中 間 的 地 方 製造 業 者 層 」(intermediateclassofc・untry
manufacturers)に原 綿 や 糸 を前 貸 し,そ れ らの原 料 の 価 格 を 出 来 上 った 織 物 の
価 格 と相 殺 してそ の生 産 物 を受取 る。 つ ぎにlinendrapersは,「支 配下 に あ
る紡績 工 や 織 布工(dependentspinnersandweavers♪に 倉 庫 か ら直 接 前 貸す る
場 合 もあ った が,ま た,「 前 貸代 理人 」(putting・outagents)を通 じて 周 辺20マ
イル にわ た る 「農村 の労 働 者 」(co皿tryw・rkers)eこ前 貸 した りした{10。「前 貸
代 理 人 」 は,intermediateclassofmiddlemenmanufacturersであ り,同
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時にfustianmakersまたはcountrymanufacturersであ ることが多い。
マソチ ェス タ ーの商人 は,17世紀にはsす でにいろいろの側面 を もって いた
が,18世紀,と くにその後半になると活 動領域 は,い っそ う広汎にな り,た い
がいの場合,紡 績過程や織布過程におけ る大規模な マニュフ ァクチ ュアの経 営
者 として存在 し,原 料 や生産 され た商品 の取引業者 として も存在 し,ま た仕上
業 者 として も存在 していた。
ラ ドク リフ(Radcliffc)によれば,そ の時代の大 商人 は,例 外な く資本家的
製造業者 であ った{tZ。ワズ ワース によって も同様 の ことが指摘 されてお り,最
初 の職業人名録(firstdirectories)は以上 の点 を確証 してい る。1773年の職業
人 名録 には,9名 が商人 として記載 され,そ の うち2名 が外国貿易 に非 常 に重
要 な役割 を演 じた家族の先祖であ り,他 のすべ ての人達 は,チ ェック織や ブ ァ
スチ ャン織 や小 幅織 な どを生産す るマニ ュフ ァクチ ュアの経営者 であ った。 さ
らに,1781年の職業人 名録 において は.merchantsとmanufacturersは見分
け がつか ないほ どにか らみあ った状態 であ った暁
17世紀前半 のチ ェザ ムの時代 には,彼 らの獲 得した莫大 な資本は,小 商品生
産者 に対す る前貸 しや マ ニ ュファクチ ュアに対す る投資 とい うかたちで利用 さ.
れ た り,毛 織物や フ ァスチ ャン織 の取引,原 料 として の原綿や麻の取 引 にも利
用 されたが,そ れ らは,チ ェザ ムな どの資本 に とって満足のい く投資先で はな
か った。そ うか といって,そ れ らの資本 は,ロ ソ ドソ商人の資本の よ うに,外
国貿易 に使用 され るところまでいたってい なか った。
そ こで,ジ ョージやハ ンフ リーな どのチ ェザ ム家 の人達 の多額 の資本 は,貧
窮化 したnobilityやgentryやgentlemenに対す る金貸 し とそれ と関係 し
た莫大 な土地の獲得 にむけ られた り,慈 善事業 や政 治的 ポス ト獲得のたあ に使
用 された。彼 らは,た んな る前期的商業資本家か ら問屋制商業資本家 に,そ し
てあ る程度 マニ ュフ プクチ ュアの経営者 に発展す ることがで きた が,終 極的 に
はgentryになってしまった(14。この ような コース は,17世紀前半 のチ ェザ ム
家 の人 達にだけあて はまるものではな く,当 時の ラソカシ ャーの上 層部の人 達
に一般的 にあて はまるものであ り,さ らに17世紀後半の商人 に もあて はま るも
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のであ る。以 上の よ うな歴史 を何度 とな く繰返 しなが ら,問 屋制度 は拡大 し,
商人 の本来 のマニ ェフ ァクチ ュア経営者 への発 展がな され る。
18世紀の中葉以後 にな ると,内 外 の商業取 引 と資本家的商品生産 は急速 に発
展 レ 商人 は,当 時 の支 配階 級 に対す る金貸 しや彼 らか ら の 土地 の獲得 より
も,原 料や完成 品の売 買,小 商 品生産者 に対す る最後 の しめつ け,さ らにマニ
ュフ ァクチ ュアの経営 ない しは工場 制工業 の経営 に力 を集中す る ようにな って
いった。
しか し,産 業革命が本格化す るまでは,完 全 な産業資本 家 にな ることがで き
ず,実 際上 は,い わゆ るmerchantmanufacturersとい う形態 をとらざるを
えなか った。外 国貿易 と国内での商業取 引が発展 して,そ こで の利益がい っそ
う拡大す る と,merchantmanufacturersにとって は,よ り純粋な近代産業
資本家 にな る現実的可能性 が増大す るばか.りではな く,近 代 商業資本家 に転化
す る可能性 もか な り高 くな る。
それ と同時 に,countrymanufacturersの上 層部分 がmerchantmanufa-
cturersの機能 を遂行 す る位置 にまで上昇 す ることも否定 しさることはで きな
い{!5。中間的階 層のmerchantmanufacturersへの上昇,さ らに よ り完全 な近
代産業資本や近代商業 資本 への転化 が存在 した ことも事実 であ ったが,い ち早
く巨大 な近代産業資本 と近代商業 資本 にな りえたの は,マ ソチ ェスタ ーを中心
に支配 の頂点 にあったmerchantmanufacturersであった。18世紀産業 革命
期 の ように生産過程 の近代 化に巨額の資本 を要 した当 時において は・め ぐまれ
たcountrymanufacturersであ って も,merchantmanufacturersの位置 を
経過す るこ とな しに一 気に完全 な近代 資本家 に転化す ることはまれで あった。
(3)中 間 的(仲 介)商 人 製 造 業 者 層
中 間 的(仲 介)商 人 製 造 業 者 層(intcrmediateclass・fmiddlemen・manufacturers)
は,17世 紀 に は,フ ァス チ ャ ソ 織 製 造 業 者(fustianmakers)とい わ れ ・17世
紀 末 一18世 紀 に は,地 方 製 造 業 者(c・untrymanufacturers)(この中 に・fustian
manufacturersやckeckmanufacturersやsmallwaremanufacturersなどが含Pt
>
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れ るが,こ こでは中規模 のiUStianmanUfaCtUrerSのことを意味す る)あ る い は
countryfustianmanufacturersといわ れ た 〔10。
彼 ら は,merchantmanufacturersに比 較 して 二 流 の製 造 業 者 で あ り,二
流 の 商人 で あ り,二 流 の 問 屋制 前 貸 人 で あ った 。 また, .彼 らは,当 時 と して
は,「 財 産 家1(mcnofsomesubstance)=中位 度 の資 本 家 で あ り,主 と して マ
ソチ ェス タ ーや ボル トソの 近 くの農 村 に 本 拠 を もったfustianmakersであ
り,主 と して農 村 に お い て はyeomenと くに 自 由土 地 保 有 農 民(freeholders)
また は 短 期 借 地 保 有 農 民(leaseh・lders)やwebstersやhusbandmenとか さ
な りあ って いた(こ の点 だけに限定 してみれぽ,mastcrmanufacturersbこつ いて も
ほぼ同様 である)。
さ らに,彼 らは,マ ソチ ェス タ ーな どにお い て は,出 来 上 った 商 品 を 保 管 し
た り,染 色業 者 や つ や 出 し業 者 に仕 事 を下 請 に出 した りす る ため に,未 仕 上 織
物 の 保 管 に必要 な 倉 庫 を 所 有 して い た 。 また,彼 らは,・・chapmen'Ptradesmeri
と して も活 躍 して い た 。 さ らに,彼 らは,merchantmanufacturersがマ ソ
チ ェス タ ー と ロ ソ ドン また は リバ プ ール と農 村 で大 規 模 な活 躍 を展 開 して い た
こ とに比 較 す れ ば,は るか に お よば な い と して も,農 村 とマ ソ チ ェス タ ー また
は ボル トソ にお い てか な り活 躍 して い た とい い うる。
middlemen-manufacturersとして の"fustianmakersは,彼らが支 配 す る
地 域 に お いて,フ ァス チ ャソ織 布 工 や 紡績 工 を雇 用 しな が ら,マ ンチ ェス タ ー
のIinendrapersから「あ る程 度 の 独立 的 地 位 」(fo6tingofs・meindependcnce)
を保 持 す る こ と も可 能 で あ った 岡。
しか し,一 般 的 に はsintermediateclassofmiddlemen-manu正acturers
あ るい はintermediateclassofcountrymanufacturersは,merchant
manufacturersあるい は1inendrapersから原 料 の前 貸 しを受 け,そ れ を 自
分 の作 業 場 で何 人 か の労 働 者 を使 用 して生 産 的 に 消 費す る半 面,「 地方 代 理 人 」
(c・untryagents)として の 「前 貸 代 理 人 」(putting-・utagents)=「委 託 前 貸
人 」(putters-・ut・ncommission)あるい は「従 属 的 代 理人 」'(sub・rdinateagents)、
と して,そ れ を,さ らに マ ソチ ェス タ ーや ポルbソ 周 辺 のcountryworkers
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に再 前 貸 しを して いた 。
linendrapersとcountryagentsとの 関 係 を中 心 に してみ れ ば,後 者 は,
っ ぎの4つ の側 面 を も って い る。 す なわ ち,① フ ァス チ ャン織 を生 産 す るに必
要 な 横 糸 を 紡 がせ る場 合 の 原 綿 の 「委 託 前 貸人 」,お よび フ ァス チ ャソ織 を織
らせ る場 合 の木 綿 の 横 糸 と麻 の 縦 糸 の 「委 託前 貸 人 」,② 縦 糸用 の麻 糸 の 「委
託 購買 人 」(buyers・ncommission),③dealersのた めtZこ,農村 で 紡 績 され た
木 綿 の横 糸 の 「委 託 集 荷 人 」(collectors・nc・mmissi・n),④原 料 がdealersか
ら信 用 関 係 を 通 じて獲 得 され,し か も出来 上 った フ ァス チ ャン織 をdealersと
現 金 決 済 す る状 態 にあ る 自前 のfustianmakersなどの側 面 を も って い た{le。
ワズ ワース が指 摘 して い る よ うに,fustianmakersは,linendrapersの
.countryagentsとし て の側 面 と自前 のcountrymanufacturersとして の 側、
面 を兼 ね備 えて い た こ とは,歴 史的 事実 か ら して もあ き らか で あ る。fust輌an
makersにつ い て分 析 す る場 合,彼 らがmerchantmanufacturersの代 理 人
として の 性 格 が強 か った か,自 前 の マ ニ ュ フ ァクチ ュア経 営 者 と して の性 格 が
強 か った かIC.つい て の 論 争 はつ きな い が,チ ャプ マ ソ(S.D.Chapman)とチ
ェソバ ・ーズ(J.D.Chambe.rs)が指 摘 して い る よ うに,merchantmanufacturers・
と して のlinendrapersは,農村 の紡 績 工 や 織 布工 を 雇 用 して い るchapmen
で あ り,countrymanufacturersであ り,仲 介 業 者 で もあ るfustianmakers
を 通 じて地 方 の労 働 者 を支 配 して い た 叫 、前 述 した と ころか らほ ぼ あ き らか な
よ うに,モ フ ィ ヅ トも同 様 な こ とを い って い るが,merchantmanufacturers
は,fusti'anmakersとい う一 種 の前 貸 人 で あ る委 託 代 理人 を 通 じて 多数 の 労
働 者 集 団 を支 配 して い た 。
以 上 の点 を総 括 す れ ば,fustianmakersは,都市 に本i拠を もち なが ら,し
か も支 配 の頂 点 に立 って い たmerchantmanufacturersに対 し て二 流 の マ ニ
ヲ
ユフ ァクチ ュア経営者 として独自性 を もった もの も存在 していた が,全 体 とし
て は,merchantmanufacturersに従 属 し,農 村 に本拠 を もちなが ら,都 市
と農村 を往復 し,農 村 において よ り小 さな資本家や小商品生産者 を問屋制的 に
支配 していた といえないだ ろ うか。fustianmakersのこの ような従 属的性格
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は,18世紀の初頭 か ら中葉 になればな るほ ど,い っそ う明確 にな るよ うに思わ
れ る。
(4)親 方製造業 者
親方 製造業者(mastermanufacturers)は,親方織布土t(maSterwcavers)と
もいい,農 村におけ る最下 層のmanufacturersであ り,一 つ の屋根 の下 に家
族以外 に数人 ない し10人程度の賃金労働者 を雇用 して,分 業 に基 づ く協業 を展
開 していた と同時 に,織 布工 や紡績工やそ の他 の若干 の家 内労働者 に対す る問
屋制的前貸支 配を行 なつていた。
木 綿工業 におけ るmasterManufacturerse*,新旧の毛織物工業 におけ る
農村織元 型の独 立小産業 資本 家層 に匹敵す るものであ る⑳。ただ し,彼らの経営 、
していた マニュフ ァクチ ュア内部 におけ る分業 と協業 の程度 は,毛 織物工業 に
おけ る農 村織元 のそれ に比較 して は るか に劣 るものであ り,merchantmanu-
facturersやcountrymanufacturerstlc原料 や資金や市場 の面で従 属 しな
が ら,し か も外業 部に依存す る面 が よ り強か った点 が特徴的 であった。
木 綿工業 においては,最 初 か ら問屋制的支配 が強 く,し か も18世紀 に入 ると
土地 囲い込みな どの 「本 源的蓄積」 に よって生産者 の貧 窮化 がいっそ う進展 し
た こととあい まって,問屋制度 は,い っそ う強 化 され,mastermanufacturers
が勤 勉 と節約に よって産業 革命後の支配者 に向 って上昇す る可 能性 はきわめて
狭 め られ ていた 。自営 農民出身のmastermanufacturersからcountrymanu-
facturersへ,後者か らmerchantmanufacturersへ,さら に 後 者 か ら産
業 革命後の よ り完全 な近代産業 資本 家や近代商業資本家へ の上 昇=発 展 は事実
存在 した し〉それ を否定すべ くもないが,よ り重要な ことは,mastermanu-
factUr6rsからcountrymanufacturers9ご発展 して,後 者 におけ る商業資
り
本的性格 とくに問屋制商業資本的 性格 を強めた もののみ が,自 己の マニ ュフ ァ
クチ ュア的性格 をいっそ う強 め ることがで きたの であ り,「本 源的 蓄積 」の推
進 者 としての,さ らには 「資本制的蓄積」の推進者 としてのmerchantmanU-
facturersへの途 を歩 む ことがで きたのであ る。
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mastermanufacturersは,経済的 に劣弱であった こととも関係す るが,内
部 に閉 じこもる傾 向が強 く,外 業部支 配や分業 に基 づ く協業の組織 を拡大す る
ユネル ギーに欠けていた。
(5)小 親 方
小 親 方(srnallmasters)は,仲介 商人 として の 性 格 あ るい は前 貸人 と して の
性 格 を もったmerchantmanufacturersやcountry'manufacturersや
mastermanufacturersなどに よ っ て,主 に原 料前 貸 しや 高 利 貸 し付 け な ど
の手 段 を 通 じて支 配 され て い た 。
と くに,彼 らは,merchantmanufacturersの前 貸代 理 人 的 性 格 の 強 い
intermediateclassofmiddlemen-manufacturersとして のcountryman--
ufacturersの問 屋 制 的支 配 の 直 接 的対 象 とな る こ とが 多か った 。 当時 の マ ソ
チ ェス タ ー 周 辺 の農 村 に お い て は,農 工 未分 離 め 「借 地 農 織 布工 」(farmer-
weavers)もい た が,か な り多 くの人 達 が専 業 の織 布工 で あ っ たtlt}。
smallmastersが織 布 工 と しての 仕 事 を行 な うにあ た っ'ては ほ とん ど資 本 を
必 要 と しな か った。 一 家 の 男 達 が織 布 工 に な る場 合 や 彼 らの 家 族 が刷 毛工 や 紡
績工 に な る場 合 に は,徒 弟奉 公 の期 間 だけ 親 方 に奉 仕 す る とい うこ と以 外 に な
ん らの障 害 もなか っ た閻。 当 時一 般 の労 働 手 段 は,き わ め て安 価 で あ った が,
労働対象すなわち原料は,割高であり,価格がきわめて不安定であったため,
一 般 織 布工 や 紡 績 工 は も ち ろん の こ とsmallmastersといわ れ た織 布 工 で さ
え も前 述 した ま うな商 人,と くにmiddlemen・manufacturersの前 貸 支 配 の対
象 に な る こ とが 通 常 で あ った 。
織 布 工 と して のsma11mastersは,家 族 労 働者 の外 に若 干 の徒 弟 も し'くは
労 働者 を 雇用 し,middlemen・manufactutersなどか ら原 料 とじて の原 綿 や 麻
糸 の分 配 を え て フ ァス チ ャソ織 な どの生 産 を行 な って いた(sma▲lmastersは,t
mastermanufacturersにもっとも性 格が類似 していたカミ,前者は後者 よ りも規模 が小
さく・1しかも親方的経営 の性格が よ り強 か った)。そ の よ うな織 布 工 は,準 備 工 程 に
お け る刷 毛(ca・di。g,ca,d、g。),粗紡(,。vi。g,b。u。di・g。),精紡(、pinnl。g,
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filature)などの仕事 を引 き受け,織 布以外 の これ らの仕事 を紡 績 工 に下 受 け
(独占資本主義の段階における本来の下請けと区別 した意味で,こ こではこの文字 を使
用する)さ せた り,さ らに紡績工 を通 じて刷 毛工や粗 紡工 に再下受 け させて,
賃金 を支払 って いた閂。
この よ うに,smallmastersも一つ の屋根の下 に若干 の雇用労働者 を使用 し
てお り,さらに紡績工や粗紡工や刷毛工 な どを外 部的 に支配 して,彼らを事実 上
の賃金労働者 としていた。 ウェス ト・ライデ ィングのハ リフ ァクス地方 の羊毛
工業 においては,デ ホー(DanielDefoe)やマソ トーや マサ イアス らが確認 して
い るよ うに,独 立のsniallmastersがもっとも典型的 に存在 したわけ であ る
が,以上の ところであ きらかな よ うに彼 らは,小さな作業場 に若干 の賃金労働者
を雇 用 した り,外 部的 に も若干 の家 内労働者達 を支配 した りしていた。 しか し
この地方 の縮絨,染 色,仕 上げ な どの諸工程 は,merchantmanufacturersに
ょって完全 に支 配 され ていた図。 、,
マサイアス が とくに強調 してい るように,tsmallmasters.が典 型的 に存在 し
た はず のハ リフ ァクス において さえ も,多 額 の資本 を必要 と した諸工 程 におけ
るmerchantmanufacturersの経済的優位性 を除外 して考 え るわ けにはいか
なか ったし,ま た マソ トーが指摘 してい るよ うに,そ こか らわずか しか離れて
い ないブラ ッ ドフ ォー ドにおいて は完全 にmerchantmanufacturersの支 配
が確立 していた のであ る。
イ ングラン ド東部 におい て も,西南部 において も,merchantmanufacturers、
の支 配 は強力であったのであ り,さ らに北部 と くに木綿工業 の メ ッカであ るラ
ソカシ ャーにおいては,mcrchantmanufacturersの問屋制的支 配 は よ・り強
力で,し か も複雑であった。 自営農民 と独立のsmallmastersが典型的 に存
在 した ヨークシ ャーにおいて さえ もmerchantmanufacturers・の支 配 を無視
す るわけ にはいかなかった。
17世紀末か ら18世紀 にかけて,merchantmanufacturersを先頭 とす る問
屋制支 配機構 の上 層部 は,商 品の買 占め,高 利貸 し,原 料 の一方的売 却,生 活
資料 の売却,,原料お よび一部の労働手段の前貸 しあ るいは支 給 と賃加工制 の推
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進 な どの手段 を通 じて,原 料,織 機,織 物,晒 場,染 色場,縮 絨場,'倉庫,販
売店舗,土 地な どをsmallmastersやそれ に従 属す る人達か ら収奪 して,流
通過程か ら生産過程支 配へ とその重心を移行 させた。 これ こそ繊 維工業 におけ
る商人的支配 が産業資本家 とくにマ ニュファクチ ュア支配 に移行す る内的 姿な
のであ る。産業革命 まで は,こ の よ うな移行 が完杢 に行 なわれず〉たえず中途
半端に行 なわれ た。産業革命 にいた って,は じめて産業資本 は,従 来か らの商
業資本的前期性 をぬ ぎさって近代産 業資本 として確立す ることにな る。
17世紀末葉か ら18世紀 中葉 にいた る過程 において,マ ニ ュフ ァグチ ュアは,
商業資本 と絡 み合 いなが ら高度 に発展 し,部 分的な機 械を採用す るまでにいた
り,産 業 革命前夜のイギ リスの産業政策 にか な り重要 な影響を与えた。
しか しなが ら,1760年頃のマニFフ ァクチ ュア経営者の平均年 間所得 は・ 当
時政権 を掌握 していた土地 貴族やそれ と手を結んでいた商人 の平均年間所得 に
比較す ると,は るカ～に低 い ものであ った。 こ れ を 表で示せばつ ぎの とお りで
ある。
1760年頃のイギ リスの各階層の推定年間平均所得 .(単 位 ポンド)
職 業 ま た.は階 級 已 族 数 い 家族脚 綱 平均彌
土 地 貴 族
(¶andcdaristocrats)
商
(merchants)
人
小 売 商 人
(tradesmen)
親 方 製 造 業 老
(maStermanUfaCtUrerS)
?
?
?
?
?
??
1,000
2,000
10,000
2,500
5,000
10,000
20,000
125,000
2,500
5,000
io,OO6
62,K,OO
20,000
10,000
6,000-8,000
?
??
?
?
?
?
?
?
?
400
200
100
70
40
200
100
70
40
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富 農
(wealthiestfarmers)
法律 家 お よび 旅館 経 営者
.・(lawyersandinnkeepers)
農 民 お よび 地方 労 働 者
(husbandmenand
provinciallabourers)
150
100
12-14.8
(注)E、J・ .H・b・b・wm・1・d・ ・t・y・・dEmpi・e・P・17よ り 作 成 ・
以上の表 は,イ ギ リス全 体に関係 す るものであ って,か な らず しも当時の ラ
ンカシ ャー,と くにマ ンチ ェス ターやボル トソの各階 層の年 間平均所得 をあ ら
わ した もので はない。 マソチ ェス ターのいわゆ る商人 層あ るい は商人製造業者
層の所得 は,当 時 の彼 らの経 済活動の規模か ら推定すれ ば,以 上 の表 の数字 よ
りはい っそ う大 きか った ように思われ る。
しか し,彼 らの所得 は,土 地 貴族 の所得 には るか にお よばなか った。200人
ほ どの土地貴族 は,彼 らの圧倒的 な経済 力に依拠 しなが ら,当 時 のイギ リスの
政治機構 を独 占していた。 ク ロソ ウェル革 命や名誉革命 な どの二 度 にわた るブ
ル ジ ョア革命が遂行 され,し か も,ま さに産業 革命 が開始 され よ うとしてい る
時期 において さえ,富 裕 な貴族 に よる少数 専制政治 がなお継続 され ていた鯛。
した がって,産 業革命前 において は,マ ニ ュフ ァクチ ュア経営者 は,た えず
よ り政治的 ・経済的 に優位 な商人 に,商 人 は,さ らにすべての点 において有利
な貴族 に成 り上 が ることを夢み ていた といい うる。産業 革命 が開始 されて も,
その成果 が社会 のす みず みにまで十分浸透 しなか った18世紀末 において は,こ
の傾 向は,そ こごこで現実的 なもの としてみ うけ られた。
しか し,産 業 革命 が社 会経済 の重要 な領域 を とらえて,近 代資本主義 を確定
的 な もの にし,商 品生産 をもっとも巨大 な利益 を もた らす資本家 の一大事業 に
転換す るにいた ると,商 人 は,土 地貴族 にな るよ りも,よ り純粋 のマニ ュフ ァ
クチ ュア経営者 に,さ らに よ り近代的な工 場制工業 の経営者 に確実 に指 向す る
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よ うに な る。
(1)大塚久 雄 氏 著 「大塚 久 雄 著 作 集」 第3巻192頁 。
(2)T.S.Ashton,TheIndustrialRevolution1760-1830,pp.24-25.(アシュ
トン著,中 川敬 一 郎 氏 訳34頁)。
(3)LouisMoMt,EnglandontheEveoftheIndustrialRevolution,p.20工.
(4)AlfredP.WadsworthandJuliaDeLacyMann,TheCottonTradeand
IndustrialLancashire1600-1780,p.76.
㈲AlfredP.WadsworthandJuliaDeLacyMann,op.cit.,pp.77-78.
⑥ 綿 業 と関係 した マ ン チ ェス ター の 商人 で あ りな が ら,ロ ソ ドン商人 と しての一 面
を もった 人物 に は117世 紀 初 頭 に お い ては,ジ ョー ジ ・チ ェザ ム(GeorgeChe_
tham,1576-1626)をあ げ る こ とが で きる。 彼 は,チ ェザ ム家 を代 表 して,'マンチ
ェス ター に居 住 した ば か りで はな ぶ ロ ン ドンに 滞在 して商 業活 動 に従 事 し て い
た。 この点 につ い ての 詳細 は,商 人製 造業 者 に つ い て説 明す る と ころ でふ れ るは ず
であ るの で,つ ぎの点 だ け を指 摘す るに と どめ る。 チ ェザ ム は,フ ァ スチ ャ ン織 商
人 と して の活 動 に よっ て か な りの資 本 を獲 得 した が,余 剰 資 本 の綿 業 へ の拡 大投 資
は,あ らゆ る面 で制 約 され てい た。 す なわ ち,原 綿 の 輸入 の面 で は,レ バ ン ト・カ
ンパ ニー の貿 易独 占に お さ え られ,輸 出 も ロ ン ドン商人 に お さえ られ て,彼 の 活 動
領域 は,国 内市 場 に 限定 された。 した が って,彼 は,本 格 的 な ロ ン ドン商 人 に な り
え な か った。 また,生 産 面 で は,マ ニ ュ ファ クチ ュア経 営 へ の本 格 的資 本 投 下が な
され る段 階 で は なか っ た ので,マ ニ ュ ファ ク チ ュア への 資 本投 下 は,彼 の 巨大 な余
剰 資本 の 量 か らみ れ ば,比 較 的 少量 に 限定 され,小 商品 生 産者 支 配 のた め の資 本 投
下 にむ け られ ざ る をえ なか った。 した が っ て,彼 は,フ ァス チ ャ ン織 商 人 や マニ ュ
フ ァ クチ ュ ラー と して の経 営 活 動 に資 本 投下 す る よ りも,ま た,ロ ン ドン商人 に な
るため の方 向 で の資 本 投 下 をす る よ りも,＼gentryにな るため の土 地 投資 に余 剰資
本 を よ り多 く投 入せ ざ るを え なか った(AlfredP.WadsworthandJuliaDe
LacyMann,op.cit.,pp.33-34)。
さ らに,18世 紀 中葉 にお い て,マ ンチ ェ ス ター の商 人 で あ りなが ら,大 ロ ン ドン
商 人 で もあ った 人 物 に は,サ ミュ エル ・タ チ ト(SamuelTouchet)をあげ る こ と
が で きる。彼 の父ThomasTouchet(1679-1744)は,ウォ リン トン(Warrington)
出 身の 非 国教徒 の ピン製 造業 者(Nonconformistpinmaker)であ り,、18世紀 初 頭
に マ ンチ ェス ター に移 り,麻 織 物 や 綿 織 物 の製 造業 者 兼 商人 にな り,し か も西 イ
ン ド諸 島 に チ ェ ッ ク織 や フ ァス チ ャ ン織 を輸 出 してい た 貿易 商人 で あっ た。 サ ミュ
エ ル ・タチ トは,ト ー マ スの長 子 で あ り,タ チ ト家 の代 表 として ロン ドンにお もむ
き,レ バ ン ト諸 国や 西 イ ン ド諸 島 か ら原 綿 を,ヨ ー ロ ッパ大 陸か ら麻 糸 を輸入 す る
貿 易 商人 に な りう さ らに奴 隷 貿易 を行 な う大 ロ ン ドン商人 へ と発 展 した。 しか も,
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彼 は,1761年に議 員 とな るず っ と以前 に,ロ ン ドンに おけ る ラ ンカ シ ャー 商 人 の抱
導 者 とな り,と くに政 府 や 議 会 に対 す る マ ンチ ェス ター の 利益 の 代 弁 者 とな っ た。
彼 は,と くに,原 綿取 引 に関 す る独 占的 商人 と して 活躍 し,1746年に は輸 入 総 額 の・
18%以上 を独 占 し,さ らに,ユ747年に は,ほ ぼ21%を 独 占 して,当 時 の原綿 価 格 を'
人 為 的た 高 騰 させ た。 また,彼 は ロ ン ドンにお け る一 流 の 金 融業 者 と して,公 債 の・
、大 口引 受 けや 多額 の 貨 幣資 本 の貸 付け に も手 を伸 ば してい た。
彼 は,戦 争商 人 と して も大 い に 活躍 した。・す なわ ち,彼 は1749年に は ラブ ラ ドル
(Labrador)貿易 の独 占 を企 て,そ れ に失 敗 した 後(7年 後 の1756年)に 戦 争が・
開 始 され る と,ア プ リ.カに おけ る フ ラン スの 貿易 根 拠地,(Frenchtradingstation)
であ るセ ネ ガル(Senegal)に対 す る貿易 独 占を ね らっ て,政 府 に 大 胆 な軍 事 援助
を行 な った。 彼 は,セ ネガ ルが,奴 隷 ・(slaves),象牙(ivory),金(gold),娠
(wax)の 生 産 地 で あ る と同時 に,麻 織 物 や綿 織 物 の捺 染(linenandcotton
printing)に必要 不可 欠 な ゴ ムの唯 一 の 供給 地 で もあ った の で,そ こ との貿 易 を独、
占 し よ うと した。
以 上 の よ うに,彼 は ロ ン ドンを中心 に,原 綿,麻,ゴ ムな どの原 料,チ ェ ッ ク
織,フ ァス チ ャ ン織 な どの織 物 に関 す る独 占的 商人 に な りあが り,さ らに,一 流 の.
金 融 業 者 に な り,奴 隷 貿 易 業 者 に もな りあ が っ・て,い わ ゆ る 「本源 的 蓄 積」.の代 表
'的 人 物 とな
った。
サ ミ ュエル ・タチ トは,ロ ン ドンに お け る大 貿易 商 人 で あ った ば か りで は な く,
マ ンチ ェス ター に おけ るチ ェ ック織 や ファ スチ ャ ン織 に おけ る大 商人 製 造 業 者 と し
て,問 屋制 的支 配 の 頂 点 に君 臨 して いた。 した が っ て,彼 は,産 業 革 命 直前 の 織 布
工 程 と紡績 工程 の 技 術 的 ア ンバ ラン スに もとつ く,い ち じる しい紡 糸不 足 に関 心 を
も っ ていた。 そ こで,彼 は,ル イス ・ポー ル(LewisPaul)が最初 の紡 績機(丘rst
rollerspinningmachine)の特 許 を と り(1738年),エドワー ド ・ケ イブ(E.Cave)
、 が そ の使 用権 を譲 り受 け て,・ノー ザ ンプ トンの 工 場 で実 用 化 しよ うと して失 敗 す る
と,直 ち に これ を 引 き継 い で,機 械 に よる紡 績 工場 を経営 しは じめ た。 しか し,タ
チ トの財 力 を もっ て し て も,紡 績 機 の技 術 的 不備 と近代 的紡 績 工 の配 備 に失 敗 し
て,つ い に紡 績 工 場 の経 営 を断念 せ ざ るを えな くな った。 この よ うな大 ロ ン ドン商
人 で あ り,・大 商人 製 造 業 者 で もあ った タ チ トは,貿 易独 占 と近代 的紡 績 工場 の経 営
に失 敗 して,本 格 的 産業 革 命 が到 来 す る直 前 の1763年に,約30万 ポ ン ドの債 務 を返
済 す る ことが で ぎず,つ い に破 産 し て しま った(AlfredP.WadsworthandJulia
DeLacyMann,op.cit.,pp.243-247.)。
さ らに,西 イ ン ド貿 易 や レバ ン ト貿易 に 関 係 した大 ロ ン ドン商人 に つ い て は,
FOxBourne,EnglishMerchants,pp.220--246参照 の こと。
(7)AlfredP.WadsworthandJuliaDeLacyMarin,op.cit.,pp.29-:-35.
、(8)AlfredP.WadsworthandJuliaDeLacyMann,op.cit.,pp.72→8.
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〈9)AlfredP。WadsworthandJuliapeLacyMann,op.cit。,pp.29,243,280.
JamcsChethamの子HenryChetham(1603年死 去)は,す で にmerchantとい
わ れ て い るが,マ ンチ ェス ターの 商業 的 ・工 業 的支 配 者層 が 一般 にmerchantと
いわ れ る よ うに な った の は18世 紀 にな っ てか らで あ る。 それ 以前 に,merchants
とい う場 合 に は,Londonmerchantsやmerchantadventurersなどの よ うな
特 権 と結 び つい た 巨大 商人 あ るい は貿 易商人 を指 してい た。17世紀 以 前 の商 人 に 関
しそは,細 分 化 された 職 業上 の名称 が 使 用 され,た ん に商 人 とい うよ うに概 括 的 に
い うこと は稀 で あ ったo
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